
中
央
審
査
委
員
会
に
お
け
る

審
査
の
結
果
、
対
象
と
な
っ
た

１
７
５
団
体
の
中
か
ら
内
閣
総

理
大
臣
賞
は
大
震
災
復
興
支
援

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東
北
（
宮
城
県

石
巻
市
）
に
決
ま
り
、
内
閣
官

房
長
官
賞
、
総
務
大
臣
賞
、
主

催
者
賞
、
振
興
奨
励
賞
を
倉
掛

自
治
連
合
会
な
ど
、
計
３
３
団

体
（
中
国
地
区
は
２
団
体
）
が

受
賞
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
、
東
京
の

日
本
青
年
館
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
の
に
因
み
、
振
興
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
倉
掛
自
治
連
合
会

が
読
売
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
。

記
事
は
倉
掛
新
聞
発
行
に
至

っ
た
経
緯
や
、
山
岡
弘
幸
自
治

連
合
会
長
の
コ
メ
ン
ト
を
中
心

と
し
た
も
の
で
、
編
集
委
員
ら

の
写
真
も
掲
載
さ
れ
た
。

あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ

く
り
活
動
賞
は
、
あ
し
た
の
日

本
を
創
る
協
会
、
各
都
道
府
県

新
生
活
運
動
等
協
議
会
、
読
売

新
聞
東
京
本
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
共

催
。

鬼
祭
り
の
呼
び
名
で
知
ら
れ

る
井
原
町
秋
季
大
祭
が
十
月
二

十
八
日
、
足
次
山
神
社
な
ど
町

内
の
四
社
で
執
り
行
わ
れ
た
。

倉
掛
少
年
団
は
午
前
八
時
に

郷
社
へ
集
合
。
午
前
九
時
か
ら

子
ど
も
み
こ
し
を
繰
り
出
し
、

途
中
休
憩
を
は
さ
み
約
三
時
間

で
関
係
地
内
を
一
巡
し
た
。

天
気
予
報
で
は
午
前
中
、
降

雨
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

曇
り
時
々
晴
れ
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
恵
ま
れ
「
わ
っ
し
ょ

い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
が
沿

道
に
響
い
た
。

井
原
公
民
館
主
催
の
地
区
対

抗
球
技
大
会
が
十
一
月
四
日
、

井
原
小
学
校
で
開
か
れ
、
倉
掛

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
１
回

戦
で
中
町
と
対
戦
。
５
回
終
了

時
点
で
９
対
８
と
リ
ー
ド
を
許

し
た
が
、
６
回
裏
に
上
位
打
線

の
連
続
ヒ
ッ
ト
で
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
を
収
め
た
。

続
く
下
町
と
の
２
回
戦
は
相

手
打
線
が
３
回
表
に
爆
発
。
逆

転
に
望
み
を
託
し
た
も
の
の
終

盤
、
点
差
は
さ
ら
に
広
が
り
２

回
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

一
方
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
試
合
は
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、
倉
掛
チ
ー
ム
は
初
戦
を
落

と
し
上
位
進
出
を
逃
し
た
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
を
練
っ
て
い
る
総

社
市
街
地
町
内
会

連
合
会
（
大
角
昭

三
会
長
）
が
十
二

月
十
一
日
、
倉
掛

な
ど
の
視
察
研
修

を
行
っ
た
。

一
行
十
八

人
は
総
社
市

の
バ
ス
で
午

前
十
時
に
つ

ど
え
～
る
に

到
着
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
原
の
役
員
の
案

内
で
、
農
産
物
直
売
所
の
い
ば

ら
愛
菜
館
へ
。
生
産
者
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
新
鮮
野
菜
を
見
て

口
々
に
「
よ
い
物
が
多
い
」
。

販
売
担
当
の
野
口
さ
ん
が
「
地

元
の
人
た
ち
が
多
い
の
も
い
ば

ら
愛
菜
館
の
特
徴
で
す
」
な
ど

と
説
明
す
る
と
、
大
き
く
う
な

ず
い
て
い
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
役
員
は
つ
ど
え
～
る

へ
戻
っ
た
視
察
メ
ン
バ
ー
に
、

井
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
倉
掛

自
治
会
活
動
を
約
１
５
０
枚
の

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
。

午
後
か
ら
は
田
中
美
術
館
を

見
学
後
、
は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
・

と
ま
と
さ
ん
家
を
訪
問
。
挨
拶

を
兼
ね
て
井
上
理

事
長
が
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
固
い
結

束
で
五
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
」
と
近

況
報
告
す
る
と
、

総
社
の
人
達
か
ら

一
日
の
平
均
利
用
者
や
採
算
、

長
く
続
け
る
秘
訣
な
ど
の
質
問

も
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
和

や
か
に
歓
談
し
た
。
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（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞

住
み
良
い
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
、
全
国
各
地
で
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
団
体
や
企
業
等
を
顕
彰
す
る
平

成
二
十
四
年
度
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
の

振
興
奨
励
賞
に
倉
掛
自
治
連
合
会
が
選
ば
れ
た
。

あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞

倉掛自治連合会

地
震
の
と
き
の
注
意
十
カ
条

井 原 町 鬼 ま つ り

倉

掛

自

治

会

や

愛
菜
館
な
ど
視
察

総
社
市
街
地
町
内
会
連
合
会

少年団みこし繰り出す

ＪＡいばら愛菜館で販売担当者から説明を聞く総社
市街地町内会連合会の役員＝１２月１１日

司
会

つ
ど
え
～
る
で
倉
掛
パ
ソ
コ

ン
教
室
が
始
ま
っ
て
一
年
十
カ
月

に
な
り
ま
す
。
学
習
し
て
み
て
い

か
が
で
し
た
か
？

Ａ
さ
ん
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
知
り

自
分
の
世
界
が
広
が
っ
た
」

Ｂ
さ
ん
「
資
料
作
成
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
嬉
し
い
」

司
会

パ
ソ
コ
ン
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｃ
さ
ん
「
私
は
無
料
ビ
デ
オ
電
話
で

娘
た
ち
と
会
話
を
し
て
い
ま
す
」

Ｄ
さ
ん
「
色
々
な
年
賀
状
を
作
っ
た

り
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
の

整
理
を
し
て
い
ま
す
」

司
会

交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
？

Ｅ
さ
ん
「
教
室
の
休
憩
時
間
の
楽
し

い
会
話
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」（
笑
）

Ｆ
さ
ん
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
覚
え
て

は
忘
れ
、
忘
れ
て
は
覚
え
る
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
」（
笑
）

《
学
習
内
容
》
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
・
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
ほ
か

倉 掛 パ ソ コ ン 教 室

「覚えては忘れ…」

－ Ｑ ＆ Ａ 語 録 －

ソ
フ
ト
＆
バ
レ
ー

上
位
進
出
な
ら
ず

井
原
地
区
球
技
大
会

 身の安全「テーブルや机の

下に身をかくしましょう」

 火の始末「コンロやストー

ブの火を消しましょう」

出口の確保「揺れで窓や戸

が開かなくなることも」

素早い消火「消火器やバケ

ツにくんだ水で初期消火」

落ち着いて外へ「瓦などの

落下物に注意しましょう」

路地でも要注意「倒れやす

いブロック塀などは危険」

山崩れ、津波に注意「安全

な場所へ逃げましょう」

徒歩で避難「持ち物は最小

限にして避難場所へ」

みんなで協力「応急救護は

皆で助け合いましょう」

正しい情報を入手「市の正

確な指示に従いましょう」



県
北
の
紅
葉
を
楽
し
も
う
と

十
一
月
二
十
三
日
、
サ
ロ
ン
あ

す
は
が
ふ
れ
あ
い
旅
行
を
実
施

し
、
三
十
人
が
参
加
し
た
。

一
行
は
午
前
九
時
に
つ
ど
え

～
る
を
出
発
し
て
、
目
的
地
の

井
倉
洞
へ
は
午
前
十
時
三
十
分

に
到
着
。
小
雨
が
降
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
鍾
乳
洞
へ

は
入
ら
ず
、
付
近
を
散
策
す
る

組
と
、
土
産
店
で
く
つ
ろ
ぐ
組

に
分
か
れ
て
の
自
由
行
動
と
な

っ
た
。
帰
り
際
に
駐
車
場
近
く

へ
展
示
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関

車
Ｄ
５
１
の
前
で
集
合
写
真
を

パ
チ
リ
（
写
真
上
）
。

昼
食
は
備
中
町
の
朝
日
堂
。

美
星
町
の
星
の
郷
青
空
市
へ
も

立
ち
寄
り
、
産
直
野
菜
を
買
い

求
め
る
な
ど
し
て
楽
し
い
日
帰

り
旅
行
を
終
え
た
。

倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
井
原
公
民
館
で
十
二
月
九

日
、
低
学
年
の
児
童
ら
を
招
待

し
て
開
か
れ
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
育
成
会
の

川
相
勝
会
長
は
「
小
学
校
か
ら

倉
田
教
頭
先
生
と
馬
越
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き

ょ
う
は
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
。
「
き

よ
し
こ
の
夜
」
の
曲
が
流
れ
る

な
か
、
女
神
に
扮
し
た
６
年
生

が
入
場
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
を

鳴
ら
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
華

や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
は
４
年
生
の
女
子
が
考

え
た
出
し

物
。
指
名

さ
れ
た
人

は
前
に
出

て
、
自
分

か
ら
は
見

え
な
い
箱

の
中
の
モ
ノ
を
当
て
る
ゲ
ー
ム

に
挑
戦
。
ゴ
ム
製
の
カ
エ
ル
や

ク
モ
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
恐

る
恐
る
手
で
触
る
姿
に
皆
の
笑

顔
が
は
じ
け
た
。

続
い
て
、
派
手
に
女
装
し
た

育
成
会
の
男
性
が
「
く
ら
コ
レ

２
０
１
２
！
」
な
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
と
、
場
内

は
爆
笑
に
包
ま
れ
た
。

こ
の
後
、
学
年
別
の
出
し
物

に
は
先
生
ら
も
加
わ
り
、
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
愉
快

な
休
日
の
午
後
を
過
ご
し
た
。

防
火
を
呼
び
掛
け
る
倉
掛
少

年
団
の
夜
警
活
動
が
十
一
月
九

～
十
日
の
二
日
間
行
わ
れ
た
。

出
発
式
は
郷
社
境
内
で
九
日

午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
、
団
員

や
育
成
会
員
を
は
じ
め
、
自
治

連
合
会
、
婦
人
会
、
消
防
団
関

係
者
約
七
十
人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
育
成
会
の
川
相
勝
会

長
は
「
今
日
か
ら
一
週
間
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
の
標
語
は
『
消

え
る
ま
で
、
出
な
い
行
か
な

い
、
離
れ
な
い
』
で
す
。
二
日

間
、
元
気
に
倉
掛
の
人
た
ち
へ

防
火
を
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
井
原
小
学
校
の
落
合

校
長
や
山
岡
自
治
連
合
会
長
、

井
原
分
団
の
平
川
本
部
長
ら
来

賓
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
安

全
を
守
る
活
動
は
素
晴
ら
し

い
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
大

き
な
声
で
訴
え
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
団
員
を
激
励
し
た
。

平成24年12月20日発行 第96号

12/23  全国高校駅伝競走大会
12/27  つどえ～る仕事納め
12/28  官公庁仕事納め
12/28～29 消防団夜警活動 （２日間）
平成25年
1/ 1～3 郷社足次山神社新年祈願祭
1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 5  つどえ～る仕事始め
1/12  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
1/13  井原市成人式 （市民会館）
1/19  人権が尊重されるまちづくり

の集い（アクティブライフ）
1/19  自治連合会防犯パトロール
1/20  井原市消防出初式
1/27  星の郷ふれあい健康マラソン

（井原市美星町）
2/ 3  厄除け祈願祭 （郷社）

10：00～15：00 (62-5626)
2/24  倉掛少年団入退団式
3/ 3  全国健康マラソン井原大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛少年団資源回収 11/25

倉掛少年団秋季資源回収が１１月２５日に
実施された。団員と育成会員は午前８時にＪ
Ａ岡山西駐車場へ集合。トラック数台に分乗
して、倉掛地内の家々の前に出された古新聞
や古雑誌、ダンボール、アルミ缶などを回収
した。

サロン
あすは

アマチュア音楽家の倉橋一郎

さん（倉掛７組）と藤代直人さ

ん（猪原）を招いてのクリスマ

ス会が１２月２日につどえ～る

で開かれ、３４人が参加した。

２部はたくさんの賞品が用意

されたビンゴゲーム（写真下）。

司会者が数字を読み上げるごと

に、カードを確認しながら一喜

一憂した。

サ
ロ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
30
人
参
加

少年団クリスマス会

倉橋一郎さん（右）と藤代直人さん

t i m e笑

住
民
へ
防
火
の
呼
び
掛
け

倉
掛
少
年
団
＆
育
成
会


